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きつかけは浅間山の噴火

内願 腐

東京捜業大学控含研究所特BJ室鼻

FllTI

研却 まツ`ツ r8外 0こ とがを,7jjて 出まり そ して完震

する そ のような観点から生的gttaに 園連吹 私の研究

を憲り垣〕てみたしヽ

1 瑠 眼灰によるマメツウムンの防臨

[きつ和)】痴 Jttd

石度 イ ントネシアに」iCAの ,円 ヨとして述こした

1毎い年10月 のこと マ メツつムシお研究テーマの一つとし

てインドネシアロから寝ふさtcr 3み 和=またま同山六学で

マル 卿 勲 ン` ジウA― h こ のテーマの担当

者スヨフ氏をu時 させる本くあ5日 あ ■にお翻 ウヽ=ここ

み 渡航コ用について前向きのE,が 円うptな その見通り

としてた漂■抑 (l‐ 4∞ )のやメツうなン(却する効卑猟ほ

をヨき受けることとなつた  そ のとき私は建tt■JDく なら

収も効くにあれ なヽいと 収 の判目を8い つIWtのであ&

田1 ヨ ソモンPメ ツウムシ

そⅢ広刈田山thAす ると 確 な末町確 破り

い た宴の革をカイコに与えると範 数 こし

てIVWS「 すきこJとなり 数 をなくなるコらであ〕こ

さて 斑 とともに輌殻瓜を鷺いてヨツモンマメツワムシ

中 イれおa竹 類田 ⅢⅢ_Hmる 効at― れ た

枯果(図2X翻 率でRる と本灰 5択 岳に,い て羽憩奴か霞

もHl慰痛 く ま ,こ大豆`子 に対するこ0口取て見ても同様ら成

Hで あ,,こ れ細Eま六質鳴子に対し1%て +均実用にありと

判断され= 41■ Hも 効察rlT o3%め ,【に'翻赳民と同“

の如 姉 っF_

舶 じ覚〕析してみると ,力 の大邸力の 90な まE騒

であつた 擁 ― てえると多数のrHI萌 はぉ騒聴

される (国3) こ れは叫 面に腐取に生えているalは突

急の中に含まれている残鱗 8で あ,(お そらくこの軒伏

お8な るものな マメツウ△勤呼堂の水分生題に対しな大なほ

酵皆を5え るもの豊 られる 0は この穀空メカニメムは

刀イユコ する大Ⅲ町の彰ttⅢ 舟EつたfFTあ う'こ

EE倍林協情岸品 b)
物泄路精瑞F丑絆鋲前ぃ)

□2 瑠 壊風らヨツモンマメツつムシ四ほ 語竜知削勁察

田3 8 1 -車

蜘 躯 をセミチーで公表したとこうインドネシア郎み

和 8ヽP6を郵)早 達地●tHよ は■のロカにより知朝麟

として首及に岳さt■_ □ OXは イントネシ車

の研電竹として日常連用しているので 安 価で rJ.s賜 に入

到 能であることを付配しておきた|ヽ

2 ,時 生封こよる大豆サヤメイガの碕藤

【さつかサ:研疎模臨を巡るイントネシア樹忠"園

六ヨを加をする,ヤメイカの車は イントネシア判まa晴佑

′寺 為 雑 E所 の3抑 わは るみ薙

― JR細 収fthに 86こ とさえあつ,こ

1軍0年 のⅢO月  =ほ 3-gと してホJ"央 R

用の に赴ttしたとき 所 雲fjらこのを自り笙拘的崎際

の研究を強く国ヨされた しかしせ,的 に見てもJ輸 出お鞠=

成功例7fAいこともあって mヨ 性品い とも 郵ヽ し

た力【田さ入れらll a3つた 佑 白ゃむなく=効 d苅 腺 (天敵

利用)に踏み田うきる租 なか,た そねが手運に弱 竺"
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のR印刷目へと研現"大 きく晨砲班 あ〕た

,悪 ホ」―タレの航 から大豆申 るヽサヤメイカ

5

泣ほ71Xt ,碩 幽 いの回者にはきわめ韓 件【あ,忘

次にカイマイツツリカの幼虫を血諭 では電さこ 幼勁

ら館を控て郵 しし` 0」輝うれる この,ヨをケーツ内に入れ

てよいさこ 絡られた0日を代とえ理として目いるのである こ

の張抑=すコこに立されているの【 方法はほ□めm編 て“電

子&

さて8億 的に苺 ぅた晦 は車となり い わゆる

マミーを形成すこ このマミーをシートt trjl‐ ga● L

鳥貯 44こ なお上愛の電打基ては ,… 13

で,日的3ア障0円 隆章吃唆違ガ珂臨であ,こ

■1 ,■ 4"に よる大三サヤメイ″□ほ臼ヨ

(イント=ツ ア国市」‐ 中 1ま"tr i。 目的

●IB独 術萄生"の腕

とを閣始吹 とこな はも

なく肉壊では■ることが

できないほどの体R

O― の弱白生||

万″ れ 幻 η 殖 ―

薙 毎 親

し 廻 4)じ は こ薇

申 した

□4 中 毒 募

サヤメイカ翻電性ヨW力閣 的 ても■翔=らす

我 の々翻現"ほ コてあ,,こ ちなみにこの的筆 1ま確

日フ″リビンにれして ,臣予節 の研究店,MЫ 倒■ C

却臨 |」町定して,Vヨ■ たヽことJJ口 して滴 コヽ

ちょうとカ メイなら産冊閣に合わは 雌 由 乃党o,p

ar佐 っ のマミーを大ヨロ■に位況して効象を殉tB泉 はま

1のようである oど わち,ヤ メイカリ申 よ はヨ〔で

は確 に取 て的 朝 駒 的 “ ・― t

力【"Eい にウてエ イントネシアロの優ヨれ 'ヤ メイ

加Cコする空的的崎時の離 田言切組の目的"遠 農さ抱t

とPtれ であろう

3 コ カタルリハムシによるエル ギシギンの崎態

〔を抑 ,:鞠 漉 腕 脚

態密 「格的及勧椀 に日なされた元ま辺千的ll■IHp(当 8P

助手)の E虫 による襲Ⅲ崎鞠″□頓頂田こ四味をそそらな 何

時か忠みような磁 をして"=い と臨つてしヽたbl 回らすもそ

のチャンスは■的唖 に転的蜘 つてヨt

iソ フギシヤシ幻レたxよ ヵo●在々 曝 ,的円舜`英

に全目的に■虹〔,こい張 球 ある臼 0

如■ 区 藤 & 率 的

政Hあ り i 011 21'

2 02, 21コ

平均 20'

鯛 なし 1 141 417

Z 010 Ⅲ 0

T45 074

国0 コ 迎[お ,2Tッ クャライツ床甚恵現

0「,                           19'1

国5じ Ⅲ円中 凛動的 盗建雄お的

(イントエン′wぃ EI ″"il… 1毎“〉

口垣に大受を年周癌お峡 サヤメイPSp中

R― し頓 を回5は こ悔 ても分かるよう|=

確章虫仰ヨカに多く 庫 手,コ )は ると津の0も前 とヽき

には却 連するので 崎臨資材として活力帥 こ

な帥 車 駆 7-ly H―

薙 ― てあつF‐

8Lm-8は こヽぇ唖 賊 これにヤント

ネツアで日通にお全に いる貯口昏虫方イマイツツリ独ら"を

用いは カイヤイツツリカリ距痢よ 市頼つ由の組憩て十分E

こと」aaり  これに多リエビオスなど的 宮困加して円

い店 ■の叡卿力出 に輸 でし,もお喝に電られ蕊 、使用

印に抑 に一頓メれてダニなどの有芭笙拘貌 させてお

くu寝腕  な志 ポJル のm2チ 殉 5o 平 均

口54-Xイ ー 申

サ六｀ '口 MAR  A言 Hド サurI  Jッt k uよ lP  o cⅢ N"。 ぃ ヽ 出
|に

,ヽ AH

(〕 Ⅲ原鶴gハ 水地区)



一▲ コカタルリ十uシ 6寒サ事才ぃ,訪 区ン才移 的取

幼ヨをもIソ ノキシキンを開けてよは 卿tけてコょく室やクラ

ウンき【とをす串 ある国 'こ り面者の取 リ トラ

やは いわゆる'採宝■に対する■■家強りBヽ転

6

一方 3ら 自宝による山魯ら彰Jを 離しく完め に ム お

6Brヨ をは したものと― ると 晦 らかに自白に求をさせ

競 笙忠クフ■4,た 白古を郵"ヨ 掲崎卵 らな

f‐ 韓 姦 的 健 0伽 加 ソフギンヤン●■ロ

的な82● 力潮3,〔 bH34い 243え られこ 調ユ わす

かなaを でもストレスによつて空,隠 をか通こり 唖 ら劇[車

丈雄 くなるattN問 建 打 こ

うカタルリハムンが均五 埼堂utt aヽ 5Ⅲ R東鶴0地 方

の松壊地自らな卓地にれ てヽ 使 碗航欧をlI,,芭 原のほ霞を

血べよう エ ツク■シキンの鈍 聴 革収口阻4輝田 = 4月 中

醸 ●0∞ ∞ 匹姉 船 m‐ の●道四 距 剛 は

取― 18-醸 詢 亜 雄 盗 Eは 観 てヽ。らに

jr_t発 =し てくる葡車 し印 コ国9の は

口0お 客C― つ し,′u_

― !醇 コu口 増爆ィヵ敬承汲 -81万 欧 19761F4月 〉

。口 !申 シ=ツ ー    (lVrィIF4月 |

百口 i韓 ンイツ体のヨ8て,v′′'6月 十

うであ&モ れを見ても力か愁 うに 幼 虫出に前 てヽ o(

に破理的涼周辺l‐ く4jHしていい却円辺は工ブヽノキンギシど

カヨこ81Eさな さらに新成張 によつて帥 0コ‐a

の=店全取のエツノインキンの範力」六古く鳩退ヒ 碕臨幼環

却 るいこと」悦コ帥 こ

―力 RE― .抑 7thの 0コ」あリ エ

ツタギシ■シ」室面にはUtり 六`― ヒ4,て ,Vこ この

aSt Ⅲ 聾 1年 ヨカタルリ■も シ感 虚ヨを鞄忠千匹波飼

は そめをめ如 とエツフ学 翔 駆 額

りこ

口子 エツクヤツヤウttB,S3カ 切 レJ′ ′ヽヤ

この目国 ″8■ ■舶最0そ attBな ら0に 加をかじ務され

串 と的 1∞ ・却 こう・ mE篤 泉眼 範 し

た その張 jRFtB口 されtaま ギシヤン線と,テ料の曜

笥のみヽ 詢葛福舶への前ヨ鋤 ら仰 ,た すなわちこ

の自宝は有用格的に対し=わめて受全であることが■目され

こ

1に あた駆 口雌 的 ― l口  ,1ヒ 率雌

Ⅲ醜 で表 こ憾 01涙 ■"り れ こヽともあつ〔 抑

I― Ebtい これ r―

―方 韓から怠&にこ6ga― におし勢 ら作腐

以 さらLIB客中の現●●●らせ代 tの 塩亮革を家めてみる

と国3のはうt エ ツノキシヤンア海 発しているところコよ

8～ 9日 こコ|luJH■ すること」賊らかにさ抑t

l s1           2nd 3it

国 6 ■ 的にお,Sヨ ガ,ル リハ△ ンの■■●

ナャッタャッヤンリ'こ コ

A Iイオ 1 4嚇 酪日

国 アイ メ l― n g F t t―

C t rパ 斉 刈 鴫

弾 !」 抑 uの 申 車 期

強 町 畑 1-r_り の題 確 Aさ ら申 か

ら研"し抱的忠 日範 無 エツフギシギ珠 を出 自ヽ

くすこココ3宮てお,,こ 日 l ll エツクギシヤシ"芝 ■座を中



モリ鳴環 □ 10の ように被配4rulr7 1蝕 知こは 7Ct

全貨のエツタヤシヤ功】剖ヨヽこに日圧さtt完 =崎 時にな詢

ウこ このことはtW磁 も大きな成長とし召働な 伍臨ら環

目申 あ,た 01凛 申 田よ … 侵

補書に確凍されて,に な 4t Fは受■を目的にしてはしく6a

逝さ和tこと口瑠こ残訳 あ,,こ

述め ようにエツクキツキツが多い蜘 よ コカタルリハ

ムシの増卿=せヽことに約3～ 0情 に増加することがわか,

た う なみに5千欧ら成0をはコすると 雲キの 地 代には4

万広 3の来ら3年目には32万 匹に出え3こ とになり l ha

t∞ 万コ Ⅲヽはエツフキンキシ仰ヨ証 される りこかつ

申 駆 うに― 仰取 ― ま たう′ヨロ記 豆取

自で4中 目にはEEと 草のエツフヤンキシ"確 定どおりuEさ

コこ

ただの カタルツハムシ3●_″EEkせはよいというのではな

い 軸 崎によ"陶 的 室畑Cおける使敏や軟Oqり 取り

は 巳ヨヘのダメー)族 さいの迎 すること'I天敵毘ヨの

マネージメントとして必寝てある

4オ トリ作軸による大豆カメムシの崎艦

〔きつか,i田ヨととは望車 まる作的を崎臨に利潟出来

な卜 、イントネツ/t― ャン麺

コ割こ"ヽ てオトリ珂果を比取咳 源の電0な

らツク舛 駆 球 あ韓 競 ― 力 雄 と

輸 は [■」訂 モ

1 カ メムン448giするれ間す印 車

リコ ヽ

2 導 より葛< カ メム湘 'コL既言であa

e カ メムシの,自を脱困し欄曖するよ り虫ら=■には適

され ヽ

,

に抑 t/ 仰 目にありとJ断 さねた こ n広舛コから大豆

□四こ摩0,― するカメムンの多くな オトリ作的にトラ

ッブされ抑 に飛疑 avWtbtぁ a斑 ― L

おけるカメムンのほ類情成はヽすミアオカメムシ ー B

vうまお 加 崎 取 あつた01“ L

六豆コ48t S Itunお をカメムンのオトリ作絢`しせ

す3j86 閣 コ●部でなくても一定拘日ことの8四てよけれは

好諄合である そうりt口涼から 票 ジャワ菊のモジョサリ地

図こおいコS面口の□塩柄職を行なつた換 S′,印摘ヵのオ

トリ効環はその8抑 15mに 駒Sこと駒 られ島 このこ

とから S′ 苺 "け をコ m口 きに 1距 す向まよいとお

由ヨ,ら れと かくして"は taBィ ント子シア瑠面によ

り印,醇 をn_

=4大 島●ヨ説莉 ‐ ― BH

区 触 政 お虫政
オ出作匂あり 270 01●

オW作 ねたし 154, 341●

オトけ作傷上 mo 1076

ヨ3 -お トリ■菊り抽

区 … 佐口出虫 帥

オトリ件強略リ 316Ca 5527 17S

オトリ件強慮し uga 1卸 セ 7

□1l S競 `ヽすミ′々 ヵメムン

0そ 京瘤けをオトリとして六重コ岨の自辺的 区こ

六痘¢力のは自酌サ カ メムンのを■町串 るttS

に 配 にカメムンの味ヨー ー uF_

顛 2販 班 うCカ メA― 卜りは は

搬 舶 ′10と 兜 く 離 オトリIF― 的1/3

S rt― 胡 マメ神力母電tWXの (オ トリα懐8寒 7雄

は央敵ら硬ほ印 り取り 日蛇と●d Latき る期=

億Eと i虫取自的 ち―事角紀て施

5 事 地の生駒多様性による宮虫防酪

[き,加 )!梅 飽 3亀 」の能 ところにはJ域 泣)aヽ 傾向

があ難 、これ靭 口校畑コ削3て8ないか

イネ料収■のオーチャートグラスとマメヽ 位Ⅲのラツククロ

ー′ヽ一を それぞね轟 と高書を霞旧りe区を38● l直軒ス

ぞれぞ打たね,る 報 クilBを'日,換 りこ 臨とお送な

一定距再内の侵息田及0つ モ類を全口取ヨm● は ,項専円を

的 を昭てこれをほ頌ことに― を取え砲nじ し  ―

を1年目 2年 目 3年 目ことに行つて韓 移― _

tR tr ■ 出の目室の経蜘と予想以上に多く お を目 甲 虫

目 的 自など賠 却 0格 に崩 たヽ 期  い暖を姫

ると オ ーチャードグラス草臼図志ラジノク0-′ ‐ 単福区に

比較してコ翻摯氏勧剛な数お号く 回 むの配に図よ 騨副よ

働承叡が中幡図こと破して明効 に,か ,た これを出域と剖す

申 ,してみると国 12の はうに 寝首図ら敵

掲は弾出承 崎にオーチャートクラスほにくらべて唖う抑E理

電なことn7J,F_

3ら蚊 はコモリー カ=グモこと頒 ゆ モ5活

日と コ,ラ クモやヒメクヨ本的 て4田窺り,9口



8

mmB詢 ュ tB日ごとの0体敷を枕枝すると オーチャー

トグラス団減 もり水  ラ ジノクロ‐ ‐ 呼抑 や多く 問

む如 も,か 五

＼ ・

1 1     1   2 1 1 1     「 : 1 'コ1 1 1
irSI           十J打 |
!ヽ  !k

串

“ A帥 卜由■ 1帥  t Cr_帥 コ o観 け

conje Ltゃ ん卸 h懐在恐 ht・ C― トトC

Ex― r  帥 輸  468 1わ

2 A韻 ド的"“ A中 994 Bet― α河的 す

白印 ョ嘩逆 却 “ ●l宝的 I I  E― ぃ

― し、コOA申 ●ヽ α ●。。コじい ―

3 肉 ● 薦 (ly′v″ "ル リハムツによ― tIリ

クキンギカを臨m碕慎 新ぃ 帥 7鬼 り0外 oィ

中
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平成 21年 度総会および講演会のお知らせ

下8Bの日理にて生絢的崎臨部会の平成 21年 α組会および第一回路IR会を98催致 します。

会員の督程のこつ加をお衛ち致します。

平成 21年 度生摘的86臨罰会出会の日は

日時  平 成 21年 6局 17日 〈水) 年 後3時 ～ 3崎 30カ

場所  東 京震監大学世田谷キャンパス28鶴 3階

□酪鳳葉開発学科室機憂

議題  1 平 成 20年 度事業報告および会8t報告 監 査報t5
2 平 成 21年 度育基8t函環および予算葉
3 そ の他

平成 21年 度率一回臨ヨ会の関は

日噂  平 成21年 6月 17B(水 ) 年 億 3時 ～ 3時 30カ

場所  東 京展業大学世日谷キャンパス25館 3階

口酪8禁 開発学科会路室
tR題  1天 は利用の過去と現在J
演書  価 九州沖縄限盤研究センタースロ米研究拠点 柏 層泉螢

(配アリスタライフサイエンス8)

なお、鵬演念艇了後には、諸演音を圏んでの憩環会を予定しています

選非ご9虫 ください

発行 東 京宜農大学増台研究所研究会

生鵠的崎障聞会 (ft表 樹 井昭夫)

千156-8502 東 京都世口谷区桜丘
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